
 
○形の特徴から２つの仲間に分けよう。 

 

７ 本時の学習 

（１）本時の目標 

〇立体を２つのグループに分けることができる。 

〇角柱の意味や性質を理解することができる。 

（２）本時の評価規準   

ア 立体を構成要素を基準に２つのグループに分けることができる。 

イ 角柱の構成要素に着目し，構成要素やそれらの位置関係の性質を見いだす。 

（３）本時で育成したい資質・能力 

   C 問題場面を把握し，既習事項を活用しながら，進んで解決することができる。 

（４）本時の学習展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ブラックボックスを使い，見ないで立体 
を探すという課題で意欲を高めさせる。 

 
 

○手触りを表現させる。  
・平らな面がある。  
・四角い形，長方形がある。 
・丸い形がある 

 
○角柱について，その意味や性質を調べよう。 
 
 （底面や側面の形，底面の数等を調べる。） 
 
○実際に触って，気づいたことを発表し，まとめ
る。  

  

〇平面だけでできている立体と曲面がある 
 立体がある。 
〇角柱は，側面が長方形である。 
〇底面は，同じ形である。 
 
 
・今日の学習の振り返りをノートに書き，発
表する 

○
教
師
の
発
問 

・
児
童
の
活
動
・
反
応 

  ○めあてを焦点化するため，前時まで 

に作った形を見せて，イメージを持たせ

る。 

  ○前時までの学習を想起させ，前時までの

学習との違いを確認し，４枚の色板で形

を作っていくことを押さえる。 

○手触りで感じたことを言葉で表現させる。 
 

○平面と曲面のちがいで２つに分けることを押さえ

る。 

○イ実際に手で触りながら，立体の構成要素基に２つの
グループに分けようとしている。（操作活動） 

 

○自分の考えを先生に伝えるように助言する。 

 

〇角柱のについてその意味や性質を理解している。 

○本時のめあてに対するまとめを自分の言 

葉で書かせる。 

○振り返りの視点を示し，「数学的考え方」の

視点で評価できるようにする。 

○Ｄ自分の言葉でまとめと振り返りを書き，自

分の学びの成果を実感している。（ノート） 

問題把握（７分） 自力思考（１５分）・集団思考（８分） まとめ・振り返り（１５分） 

立体をくわしく調べよう 

Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
資
質
・
能
力
評
価

㋐
㋑
㋒
算
数
評
価 

○
指
導
・
支
援 

 
 
 

 

めあて 

まとめ 平面だけで囲まれている立体と平面

と曲面で囲まれている立体がある。 
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問題 

自力思考 

集団思考 

 

 

ふり返り 

いろいろな立体を二つの仲間に分けよう。 

 

 

， 

見ないで立体が探し出せるかな。 

 

手触りで形

が分かるか

な 

対戦は全部で６とおり 

ブラックボック

スの中から次の

形を探し出そ

う。 

・平面と曲面で囲まれている。 

・ 

 

 

形に特徴に注目して，２つの仲間に分けよう 

 

・平面だけで囲まれている。 

・上と下の面が同じ形 

・側面が四角である。 

・周りの面は，長方形 

 


